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容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改

正
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
を
始

期
と
し
た
容
器
包
装
廃
棄
物
の
処

分
に
関
す
る
５
か
年
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
缶
、
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
さ
ら
に
効
率
的
に
行
う
た
め
、

こ
れ
ら
の
容
器
包
装
廃
棄
物
の
種

類
や
回
収
目
標
値
、
分
別
収
集
等

の
基
本
事
項
を
下
表
の
よ
う
に
定

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
こ

の
回
収
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め

に
次
の
施
策
を
行
い
ま
す
。

①
環
境
教
育
・
啓
発
活
動
の
充
実

② 

過
剰
包
装
の
抑
制
・
買
い
物
袋

持
参
の
徹
底

③
再
生
品
利
用
の
促
進
支
援

　

限
ら
れ
た
地
球
資
源
の
た
め
に

も
、
市
・
市
民
・
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
ご
み
の
減
量
化
、
資
源

化
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７

２
、
総
合
支
所
経
済
環
境

課
☎

１
３
３
１
（
内
線

２
２
４
）

　

市
で
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
将

来
像
と
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
た

め
の
基
本
的
な
施
策
や
事
業
を
表

す
、
市
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
計

画
と
い
え
る
『
総
合
振
興
計
画
』

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
計
画
案
に
対
す
る
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
を
募
集
す
る
計
画

○
『
基
本
構
想
』
案
（
平
成
20
年

度
か
ら
10
年
間
で
目
指
す
べ
き

将
来
像
を
示
し
た
も
の
）

○
『
前
期
基
本
計
画
』案（
平
成
20

年
度
か
ら
５
年
間
を
対
象
に
、

『
基
本
構
想
』案
で
示
し
た
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
や
事
業
を
示
し
た
も
の
）

意
見
募
集
期
間　

９
月
５
日
㈬
〜

10
月
５
日
㈮

対
象　

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
人

③
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

④
こ
の
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人

閲
覧
場
所　

企
画
課
・
総
合
支
所

総
務
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可

http://w
w
w
.city.honjo.lg.jp/

意
見
の
提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
（
対
象
②
③
④
に

該
当
す
る
人
は
そ
の
関
係
も
）

を
明
記
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で

企
画
課
へ

意
見
の
提
出
先　

○
郵
送

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課
政
策
係

○
電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
city.honjo.lg.jp

意
見
の
取
り
扱
い　

意
見
に
対
す
る
考
え
方
お
よ
び

修
正
案
は
、
内
容
を
公
表
し
、

類
似
の
意
見
等
は
と
り
ま
と
め

て
公
表
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７
・
㉑

８
４
９
９

容器包装リサイクル法に基づき
分別収集をする容器包装廃棄物の種類

本庄市の資源ごみ
分別収集区分

平成20
年度

平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度

平成24
年度

主としてスチール製の容器 飲料用缶及び
その他の缶

92 92 92 92 92
主としてアルミ製の容器 32 32 32 32 32

主としてガラス
製の容器

無色のガラス製容器
生きびん及び
その他のびん

80 80 80 80 80

茶色のガラス製容器 116 116 116 116 115

その他のガラス製容器 58 58 58 58 58

主として紙製の容器であって飲料を充て
んするためのもの（原材料としてアルミ
ニウムが利用されているものを除く。）

牛乳（紙）パック 12 13 14 15 16

主として段ボ－ル製の容器 段ボ－ル 296 295 295 295 295

主としてポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）製の容器包装であって飲料、しょ
うゆ等を充てんするためのもの

ペットボトル 100 100 100 100 99

資源ごみの分別収集区分と回収目標値
（単位：ｔ）

※表の各数値は、リサイクル可能な資源ごみの回収量を過去の回収実績をもとに目標値と
して定めたものです。

『
本
庄
市
総
合
振
興
計
画
』
案
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

本
庄
市
分
別
収
集
計
画
第
５
期
が
ス
タ
ー
ト

混
ぜ
れ
ば
「
ご
み
」、
分
け
れ
ば
「
資
源
」
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加
須
の
う
ど
ん
、
佐
野
や
藤
岡

の
ラ
ー
メ
ン
、
行
田
の
ゼ
リ
ー
フ

ラ
イ
、
伊
勢
崎
の
焼
き
そ
ば
、
深

谷
の
煮
ぼ
う
と
う
…
…
各
地
の
名

物
に
対
抗
し
て
、
市
で
は
昔
か
ら

本
庄
の
家
庭
で
食
べ
ら
れ
て
い
た

『
つ
み
っ
こ
』
を
本
庄
市
の
ご
当

地
名
物
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
こ
ら
し
た
『
つ
み
っ
こ
』
の
味

を
仕
込
ん
で
、
あ
な
た
の
お
店
の

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ス
タ
ー
ト
は
11
月
３
日
㈷
か
ら
。

メ
ニ
ュ
ー
店
に
参
加
い
た
だ
い
た

お
店
に
は
特
製
の
の
ぼ
り
ば
た
を

提
供
す
る
ほ
か
、
各
店
を
網
羅
し

た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
お

客
様
へ
ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。

参
加
希
望
の
商
店
は
、
９
月
21
日

㈮
ま
で
に
商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
４

『つみっこ』とは
　本庄はかつて養蚕が盛んで、多忙
な養蚕の季節、栄養豊富な地元野菜
の汁鍋に、地粉を練り、桑の葉を摘
むように、ちぎっては放り込んで煮
込んだこの地方独特の「すいとん」
の愛称が『つみっこ』です。
　本庄地方は県内有数の小麦粉の産
地、滋味豊かな地場野菜を使って、
昔からの醤油味や味噌味に加え、最
近ではカレー味やチキン味なども増
えています。

　

7
月
26
日
セ
ル
デ
ィ
に
お
い
て
、

塙
保
己
一
先
生
の
遺
徳
と
事
績
を

顕
彰
し
、
先
生
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

『
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
』
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

顕
彰
会
の
今
後
の
活
動
計
画
な
ど

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
堺
正
一
氏
（
立
正
大
学

社
会
福
祉
学
部
准
教
授
）
を
講
師

に
招
い
て
の
記
念
講
演
「
塙
保
己

一
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
今
、

な
ぜ
塙
保
己
一
か
？
」
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
が
興
味
深
く

講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
味
、

母
の
味
。

昔懐かしい
おふくろの
味です

本
庄
名
物『
つ
み
っ
こ
』

メ
ニ
ュ
ー
店
募
集
!!

『
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
』
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
投
票
が
、
７
月
29

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
選
出
議
員
選

挙
で
は
、
行
田
邦
子
氏
、

古
川
俊
治
氏
、
山
根
隆

治
氏
が
当
選
。
本
庄
市

の
開
票
結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
、
投
票
率
は

56
・
17
％
（
男
56
・
71
％
、

女
55
・
65
％
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
本
庄
市
に
お

け
る
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
で
は
、
上
位
か

ら
民
主
党 

（
１
２
、
９

９
８
票
）、
自
由
民
主

党
（
１
０
、９
０
２
票
）、

公
明
党
（
４
、
５
２
４
票
）、
日
本

共
産
党
（
２
、
４
１
３
票
）、
社
会

民
主
党
（
１
、
８
５
８
票
）﹇
以
下

省
略
﹈
の
順
（
小
数
点
以
下
切
り

捨
て
）。
投
票
率
は
56
・
16
％
（
男

56
・
71
％
、
女
55
・
64
％
）
で
し

た
。候補者氏名 得票数

古川　としはる 8,146
山根　りゅうじ 7,720
こうだ　邦子 7,604
高野　ひろし 7,119
あやべ　澄子 2,601
まつざわ　悦子 1,204
沢田　哲夫 812
無効 915

（敬称略・得票順）

埼玉県選出議員選挙の開票結果

参議院議員通常選挙の結果

　

だ
れ
に
で
も
あ
る「
も
の
忘
れ
」、

ど
こ
か
ら
が
病
気
な
の
か
ご
存
じ

で
す
か
。
ど
ん
な
場
合
が
認
知
症

と
疑
わ
れ
る
の
か
を
知
り
、
自
分

や
他
の
だ
れ
か
の
た
め
に
「
危
険

な
も
の
忘
れ
を
見
逃
さ
な
い
」
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
講
演
は
、
認
知
症

の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
も

兼
ね
て
い
ま
す
。

期
日　

９
月
22
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内 

容　

講
演
「
認
知
症
を
理
解
し

地
域
で
支
え
る　

脳
老
化
を
防

ぐ
秘ひ

訣け
つ

」

講 

師　

山
口　

晴
保　

氏
（
群
馬

大
学
医
学
部
教
授
）

費
用　

無
料

※
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７

認
知
症
予
防
講
演
会
を

開
催
し
ま
す（
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

『
つ
み
っ
こ
』
を
本
庄
市
の
ご
当
地
名
物
に
！


